
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 1,817 ▲ 5,235 ▲ 2,672 -

6,584

0

重要政策推進枠　2,757百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

JAXAの設置する施設の整備充実を図るために要する経費に対して補助を行う。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 6,441 9,584 8,250

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

6,441 9,636 8,251 11,449 7,995

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 1,121 6,349 2,781 6,584 7,995

5,414 1,817 5,235

定額

平成15年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし 担当課室

2,672 -

補正予算（B) 1,723 6,705 2,907

2,193

2,193

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 22 0349

文部科学省

政策 9　未来社会に向けた価値創出の取組と経済・社会的課題への対応

事業の目的
（5行程度以内）

JAXAの設置する施設の整備充実を図るために要する経費に対して補助を行い、もって宇宙科学に関する学術研究の発展、宇宙科学技術及び航空科学技術の水準の向上、宇宙の開
発及び利用の促進に寄与することを目的とする。

宇宙開発利用課
宇宙開発利用課長
上田　光幸

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

宇宙基本法
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第十八条

関係する
計画、通知等

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構第4期中長期計画
宇宙基本計画(令和2年6月30日閣議決定) 　等

事業名 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構施設整備に必要な経費 担当部局庁 研究開発局 作成責任者

事業開始年度

施策 9-5 国家戦略上重要な基幹技術の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211224-mxt_kanseisk02-
000019646_9-5.pdf

事業概要URL
-

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 6,584

7,995

145%

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 99% 100%

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構施設整備に必要な経費

当初予算＋補正予算に対する執行額の
割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
226%

主な増減理由（・要望額・予備費）

73%

令和6年度要求

　

　

　

(目)

0

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構施設整備費補助金

その他

7,995

宇宙基本法国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第十八条及び国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構設備整備費補助金交付規則等の定めるところにより、JAXAの設置す
る施設の整備充実（老朽化への対応等含む）を図る。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-4 8

成果実績

-

目標値 ％ 100

100 -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

12

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき各年度の業務実績に対して評価がなされているため。

-

-％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

4

-

100

5

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき中長期目標の期間における業務実績に対して評価がなされているため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の令和4年度における業務の実績に関する評価」より

令和2年度 令和3年度

-

6 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による中長期目標期間における業務実績の評価結果

において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇

宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プ

ロジェクトの実施」　「３．９．宇宙輸送システム」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるた

めの取組」「６．５．施設及び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※第4期中長期目標期間（2018年度～2024年度）実績に
ついては、評価結果が確定していないことから「－」として
いる。

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

ロケットの安定的な運用のため、必要とな
る設備の整備拡充

ロケット関連施設の整備件数
活動実績

年度

100 100

定量的な成果指標 単位

件 6

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

12

活動目標 活動指標

4

達成度 ％

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による各年度ごとの業務実績の評価
結果において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度
からは、「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政
策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施」　「３．９．宇宙輸送システ
ム」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設及
び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※令和4年度成果実績については、主務大臣評定に係る
調整を共管府省と継続しているところであり、評価結果が
確定していないことから「－」としている。

成果実績 ％ 100 100

100

JAXAの設置する施設のうち、ロケットに関連する施設について整備充実を図る。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

100

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - - -

目標値 ％ - - -



活動内容②
（アクティビティ）

JAXAの設置する施設のうち、衛星に関連する施設について整備充実を図る。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

衛星の安定的な運用利用のため、必要と
なる設備の整備拡充

衛星関連施設の整備件数
活動実績 件 0 0 0 - -

当初見込み 件 0 0 0 0 -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき各年度の業務実績に対して評価がなされているため。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による各年度ごとの業務実績の評価結果において、

全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇

宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プ

ロジェクトの実施」　「３．３．宇宙状況把握」、「３．６．宇宙科学・探査」及び「３．１１．人工衛星

等の開発・運用を支える基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」並びに「６．宇宙航空

政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設及び設備に関する事項」において評価を

受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※令和4年度成果実績については、主務大臣評定に係る
調整を共管府省と継続しているところであり、評価結果が
確定していないことから「－」としている。

成果実績 ％ 100 100 - -

目標値 ％ 100 100 100 100

達成度 ％ 0 100 - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の令和4年度における業務の実績に関する評価」より

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき中長期目標の期間における業務実績に対して評価がなされているため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による中長期目標期間における業務実績の評価結果

において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇

宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プ

ロジェクトの実施」　「３．３．宇宙状況把握」、「３．６．宇宙科学・探査」及び「３．１１．人工衛星

等の開発・運用を支える基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」並びに「６．宇宙航空

政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設及び設備に関する事項」において評価を

受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※第4期中長期目標期間（2018年度～2024年度）実績に
ついては、評価結果が確定していないことから「－」として
いる。

- - - -

目標値 ％ - - - 100

達成度 ％ - - - -

成果実績 ％

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み 件 2 4 3

目標値 ％ 100 100 100 100

活動内容③
（アクティビティ）

JAXAの設置する施設のうち、航空に関連する施設について整備充実を図る。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

航空分野の研究開発のため、必要となる
設備の整備拡充

航空関連施設の整備件数
活動実績 件 3 5 4 -

2 -

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき各年度の業務実績に対して評価がなされているため。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による各年度ごとの業務実績の評価
結果において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度
からは、「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」「５．航空科学
技術」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設
及び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※令和4年度成果実績については、主務大臣評定に係る
調整を共管府省と継続しているところであり、評価結果が
確定していないことから「－」としている。

成果実績 ％ 100 100 - -

達成度 ％ 100 100 - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の令和4年度における業務の実績に関する評価」より

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき中長期目標の期間における業務実績に対して評価がなされているため。

100

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による中長期目標期間における業務
実績の評価結果において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。

（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度
からは、「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」「５．航空科学
技術」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設
及び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※第4期中長期目標期間（2018年度～2024年度）実績に
ついては、評価結果が確定していないことから「－」として
いる。

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - -



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ④について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ④についてアウトカムが複数設定できない理由

-

- - - -

目標値 ％ - - - 100

達成度 ％ - - - -

成果実績 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標及び成果実績
④-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による中長期目標期間における業務実績の評価結果において、全ての項目で

標準評価以上の評価を受ける。（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度からは、

「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施」

「３．３．宇宙状況把握」、「３．６．宇宙科学・探査」、「３．９．宇宙輸送システム」及び「３．１１．人工衛星等の開発・運

用を支える基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」「４．宇宙政策の目標達成に向けた分野横断的な研究開発

等の取組」「４．２．新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化（スペース・デブリ対策、宇宙太陽

光発電含む）」、「５．航空科学技術」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設及び設備に

関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※第4期中長期目標期間（2018年度～2024年度）実績に
ついては、評価結果が確定していないことから「－」として
いる。

100 100 - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

「国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の令和4年度における業務の実績に関する評価」より

↓
成果目標④-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき中長期目標の期間における業務実績に対して評価がなされているため。

↓
成果目標④-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき各年度の業務実績に対して評価がなされているため。

成果目標及び成果実績
④-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による各年度ごとの業務実績の評価結果において、全ての項目で標準評価以

上の評価を受ける。（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇宙航

空政策の目標達成に向けた具体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施」　「３．３．宇

宙状況把握」、「３．６．宇宙科学・探査」、「３．９．宇宙輸送システム」及び「３．１１．人工衛星等の開発・運用を支える

基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」「４．宇宙政策の目標達成に向けた分野横断的な研究開発等の取組」

「４．２．新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化（スペース・デブリ対策、宇宙太陽光発電含

む）」、「５．航空科学技術」及び「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための取組」「６．５．施設及び設備に関する事

項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※令和4年度成果実績については、主務大臣評定に係る
調整を共管府省と継続しているところであり、評価結果が
確定していないことから「－」としている。

成果実績 ％ 100 100 - -

目標値 ％ 100 100 100 100

達成度 ％

JAXAの設置する施設のうち、共通的に活用する施設について整備充実を図る。

↓

活動目標及び活動実績
④

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

JAXAにおける研究開発・事業実施のた
め、必要となる設備の整備拡充

共通施設の整備件数
活動実績 件 13 15 17 - -

当初見込み 件 13 14 14 15 -

活動内容④
（アクティビティ）



成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ⑤について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ⑤についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
⑤-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による中長期目標期間における業務実績の評価結果

において、全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。（※）主務大臣からの業務実績の評

価のうち、本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具

体的取組」　「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施」　「３．１１．人工衛

星等の開発・運用を支える基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」、「４．宇宙政策の目

標達成に向けた分野横断的な研究開発等の取組」並びに「６．宇宙航空政策の目標達成を支

えるための取組」「６．５．施設及び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※第4期中長期目標期間（2018年度～2024年度）実績に
ついては、評価結果が確定していないことから「－」として
いる。

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - 100

達成度 ％ - - - -

達成度 ％ 100 100 - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標⑤-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき中長期目標の期間における業務実績に対して評価がなされているため。

60 60

↓
成果目標⑤-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
主務大臣により、独立行政法人通則法に基づき各年度の業務実績に対して評価がなされているため。

成果目標及び成果実績
⑤-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

独立行政法人通則法に基づく主務大臣による各年度ごとの業務実績の評価結果において、

全ての項目で標準評価以上の評価を受ける。（※）主務大臣からの業務実績の評価のうち、

本事業については平成30年度からは、「Ⅲ.宇宙航空政策の目標達成に向けた具体的取組」

「　３．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施」　「３．１１．人工衛星等の開発・

運用を支える基盤技術（追跡運用技術、環境試験技術等）」、「４．宇宙政策の目標達成に向

けた分野横断的な研究開発等の取組」並びに「６．宇宙航空政策の目標達成を支えるための

取組」「６．５．施設及び設備に関する事項」において評価を受けている。

標準評価(B評価）以上の評価を受けた項目の割合。

※令和4年度成果実績については、主務大臣評定に係る
調整を共管府省と継続しているところであり、評価結果が
確定していないことから「－」としている。

成果実績 ― 100 100 - -

目標値 ― 100 100 100 100

活動内容⑤
（アクティビティ）

施設・設備の産業界への供用促進を行い、技術・設備の利用拡大・社会還元を図る。

↓

活動目標及び活動実績
⑤

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

JAXA施設設備を年60件外部機関に共用
促進する。

施設・設備共用件数
活動実績 件 191 223 167 - -

当初見込み 件 60 60 60



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和7年度実施)

-
点検結果

・アクティビティ①③④⑤については、いずれの年度も活動実績及び目標実績について目標を
満たしていることが確認出来る。
・アクティビティ②に関しては活動実績がいずれの年度も0件であり、指標を見直す必要があ
る。
・契約については、高度な専門性が必要となるもの等、一定の一者応札が避けられないものも
あるが、真にやむを得ないものを除き、原則として一般競争入札等によることとするなど、競争
性・透明性を確保する取組みを続けている。さらに、一般競争入札等により契約する場合で
あっても、入札公告前に、チェックシートを用いて競争性を妨げる要因がないかの自己点検を行
うほか、調達案件情報及び参入ガイド等の情報発信、配布等を実施することで、新規参入企業
の発掘や参入促進の取組をおこなっている。

-

-

この事業は、一者応札の改善について改善に向けた対策を講じているものの、依然として一者応札となったものがあることから、引き続き、原因分析を行った上でその
原因に応じた改善策を図り、契約の競争性・公平性・透明性の確保に努めるべきである。

外部有識者の所見

長期アウトカムの達成に向けて、引き続き適切に事業を進められたい。（前田委員）

0314

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0286

-

-

令和2年度 文部科学省 0287

0310

令和4年度 2022 文科 21

・アクティビティ①～⑤について、引き続き活動目標及び成果目標が達成出来るように着実に取り組みを進めていく。
・契約の競争性、公平性、透明性を確保する観点から、引き続き、入札公告前のチェックシートを用いた競争性確保の自己点検、調達案件情報及び参入ガイド等の情
報発信、配布等を実施することで、新規参入企業の発掘や参入促進に努めていく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 28-0281

平成29年度 287

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 24-0325

平成25年度 25-0300

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

一者応札・応募となったものについてはJAXAの監事及び外部有識者にて構成される契約監視委員会による点検を行っている。また、これまで総務省行政管理局から
示されている国の調達改善に係る先行取組事例を含めた改善策を実施しており、今後も情報発信の充実をなどに継続して取り組んでいく予定である。

事業内容の一部改善

執行等改善

27-0284

平成30年度 292

平成23年度 23-0308

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 26-0294

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 8,077 計 2,457

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

業務費 施設設備の整備・改修。 8,077 工事
種子島宇宙センター第３衛星フェアリング組立棟新築
他３件工事

2,457

※差額は国庫に返納

事業概要
施設設備の整備・改修。

文部科学省
8,250百万円

事業概要
国立研究開発法人宇宙航空研究開
発機構の設置する施設の整備充実を
図るために要する経費に対して補
助。

〔交付〕

【Ａ】

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

8,077百万円

【随意契約（企
画競争）等】

【B】
　　　　　　民間企業等（51社）
　　　　　　　8,077百万円

事業概要
施設設備の整備・改修。



支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

- -

- - -

28 宇宙技術開発株式会社 3011201000611
種子島宇宙センター電波センサ等の更新
を行う 42

一般競争契約
（最低価格）

1

27 宇宙技術開発株式会社 3011201000611 種子島宇宙センター　第３衛星フェアリング組立棟　伝送ケーブルの整備を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2020年度～2022年度 84 その他

-

26 宇宙技術開発株式会社 3011201000611 種子島宇宙センター　第３衛星フェアリング組立棟　ＩＴＶ設備の整備を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2021年度～2022年度 104 その他 - - -

- -

25 三菱重工業株式会社 8010401050387
FY2022種子島宇宙センター射点系設備
保全作業を行う 34

随意契約（その
他）

- -

- - -

24 三菱重工業株式会社 8010401050387 種子島宇宙センター 冷却水供給設備の更新を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2021年度～2023年度 200 その他 -

23 中川電気工業株式会社 3100001007428 美笹深宇宙探査用地上局風力発電設備の整備を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2021年度～2022年度 23 その他

-

22 中川電気工業株式会社 3100001007428 美笹深宇宙探査用地上局非常用電源整備工事を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2020年度～2022年度 237 その他 - - -

- -

21 三菱電機株式会社 4010001008772 美笹深宇宙探査用地上局 アンテナサブシステム機能付加を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2020年度～2023年度 69 その他 - -

- - -

20 三菱電機株式会社 4010001008772
地上ネットワークシステム(ミンゲニュー第1可搬局他)の空中線制御装置等設備の更新

整備を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2019年度～2022年度
210 その他 -

19 日本電気株式会社 7010401022916 無線設備規則改正に伴う宮原精測レーダ送信装置の改修を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2019年度～2021年度 71 その他

-

18 日本電気株式会社 7010401022916 種子島宇宙センター　第３衛星フェアリング組立棟　衛星高周波回線設備の整備を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2021年度～2022年度 95 その他 - - -

- -

17 日本電気株式会社 7010401022916 美笹深宇宙探査用地上局送受信サブシステム冗長系整備を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2020年度～2023年度 174 その他 - -

1 - -

16 株式会社コスモテック 7010001101987
２０２２年度　種子島宇宙センター射点系
設備の日常維持・運用作業を行う 1 随意契約（公募） 1

15 株式会社コスモテック 7010001101987
FY2022～FY2023種子島宇宙センター衛
星建屋等空調設備の改修更新を行う 10

一般競争契約
（最低価格）

-

14 株式会社コスモテック 7010001101987 種子島宇宙センター　第３衛星フェアリング組立棟　衛星系付帯設備の整備を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2021年度～2022年度 21 その他 - - -

- -

13 株式会社コスモテック 7010001101987 種子島宇宙センター衛星系建屋大扉の補修を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2021年度～2022年度 47 その他 - -

- - -

12 株式会社コスモテック 7010001101987
種子島宇宙センター防消火水系配管の更
新（その１）を行う 50

一般競争契約
（最低価格）

1

11 株式会社コスモテック 7010001101987 種子島宇宙センター　第３衛星フェアリング組立棟　空気供給設備の整備を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2020年度～2022年度 70 その他

-

10 株式会社コスモテック 7010001101987
種子島宇宙センター 空調機冷媒法規制
対応更新（その1）を行う 143

一般競争契約
（最低価格）

1 - -

- -

9 富士電機株式会社 9020001071492 調布航空宇宙センター本所特高受変電設備更新他１件工事を行う

契約時契約方式【一般競争契約（総合評価）】契約期間：2021年度～2024年度 522 その他 - -

- - -

8
三菱重工機械システム株式会
社

2140001013316 極超音速風洞 運転制御装置の改修を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2021年度～2022年度 144 その他 -

7
三菱重工機械システム株式会
社

2140001013316 極超音速風洞設備　空気圧縮機設備の更新を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2021年度～2022年度 424 その他

-

6 川崎重工業株式会社 1140001005719
1600m3音響試験設備　老朽化更新（その
１）を行う 24

随意契約（その
他）

- - -

- -

5 川崎重工業株式会社 1140001005719
調布航空宇宙センター風洞計測設備更新
を行う 132

随意契約（その
他）

- -

- - -

4 川崎重工業株式会社 1140001005719 乾燥空気製造設備貯気槽制御装置の改修を行う

契約時契約方式【随意契約（その他）】契約期間：2020年度～2022年度 138 その他 -

3 川崎重工業株式会社 1140001005719 乾燥空気製造設備第３球貯気槽の更新を行う

契約時契約方式【一般競争契約（最低価格）】契約期間：2020年度～2022年度 633 その他

-

2 鹿島建設株式会社 8010401006744 種子島宇宙センター衛星系エリア新設道路等整備工事を行う

契約時契約方式【一般競争契約（総合評価）】契約期間：2020年度～2023年度 46 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 鹿島建設株式会社 8010401006744 種子島宇宙センター第３衛星フェアリング組立棟新築他３件工事を行う

契約時契約方式【随意契約（企画競争）】契約期間：2020年度～2022年度 2,457 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
国立研究開発法人宇宙航空研
究開発機構

9012405001241 施設設備の整備・改修。 8,077 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率
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